
魚津の海岸から見える富山方向の上

位蜃気楼（日本蜃気楼協議会提供）

☆毎週火曜日に掲載します

まぼろし しん

　 幻 の例えとして、よく「蜃
きろう

気楼」という言葉が使われます

が、その正体は一体なんでしょ

うか。

【光が曲がる現象】
ひょうげん

　蜃気楼を一言で 表 現するな

ら、光が空気の温度の変化する
そう きょうかいそう

層（温度の 境 界層）を進むこと
ちが

で曲がり、景色がいつもとは違
げんしょう

った形に見える光学現 象 で
の

す。その変化は、遠くの景色が伸
ちぢ

びたり 縮 んだり反転したりし
じっさい

ます。実際に蜃気楼になって見

えるのは遠くの景色なのです。

【大きく分けると２種類】

　蜃気楼は大きく分けると、上

位蜃気楼と下位蜃気楼の２種類

に分類されます。

　（１）上位蜃気楼　上位蜃気

楼は、遠くの景色が上方に伸び

たり反転したりして見える現象
めずら

です。全国的にも 珍 しいた

いっぱん

め、一般に「蜃気楼」といえ

ば、この上位蜃気楼を指す場合
とやまわん

が多いです。日本では富山湾、
うおづ

とりわけ魚津が有名です。ちな
ちょうさ

みに近年の 調 査では、県外の
かく

いくつかの湾や湖でも発生が確
にん

認されています。年間の発生回

数はあまり多くはなく、富山湾
ていど

では十数回程度です。上位蜃気

楼が発生しているとき、空気の
あたた

温度は上が 暖 かく、下が冷た
じょうだんかれい

い「 上 暖下冷」になっていま

す。このとき光は、温度の境界層
かん

で下方向に曲げられるので、観
そくしゃ きょぞう

測者には上方に虚像が見えま

す。富山湾では、春に発生する
ぞくしょう

ことから、俗 称 として「春型の
よ

蜃気楼」とも呼ばれています。

　（２）下位蜃気楼　下位蜃気
ちいき

楼はさまざまな地域で、年間を
ひかくてきひんぱん

通して比較的頻繁に見られる

現象です。そのため、あまり珍

しい現象ではありません。暑い
もく

日にアスファルトの道路上で目
げき に さばく

撃される「逃げ水」や砂漠の蜃

気楼も下位蜃気楼の一種です。

下位蜃気楼は、上位蜃気楼とは

逆 に遠くの景色が下方に反転

して見える現象です。下位蜃気

楼が発生しているとき、空気の

温度は上が冷たく下が暖かい

「上冷下暖」になっています。

このとき光は、上方向に曲げら

れるので、観測者には下方に虚

像が見えます。富山湾では、冬

に多く発生することから、俗称

として「冬型の蜃気楼」とも呼

ばれています。

　きのした　まさひろ　１９６３年生ま

れ。富山大学大学院（修士）修了。専

門は物理教育。１９９７年に「空気の温度

差で作る蜃気楼発生装置」の開発をき

っかけに、富山大学と蜃気楼の共同研

究を始める。また、２００１年に蜃気楼発

生の新たな学説「暖気移流説」を日本

気象学会に発表。魚津市在住。
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蜃気楼を観測する時の準備
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か
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☆毎週火曜日に掲載します

しんきろう

　蜃気楼の見かけの
ひかく

大きさを月と比較し

てみましょう。写真
うおづ

は、魚津から黒部市
いくじ

生地方向（約８．５

㌔）に発生した上位
ばいりつ さつえい

蜃気楼と同じ倍率で撮影した月
くら

です。比べてみてると、蜃気楼

の変化はそれほど大きくないこ

とが分かります。ちなみに、月
にくがん しかく

を肉眼で見るときの視角（どれ

くらいの角度で見えているかを
あたい ていど

表す 値 ）は０．５度程度しかあ
こうか

りません。これは５円硬貨を手
うで の じょうたい

に持ち、腕を伸ばした 状 態 で
あな

その穴の中を見ているようなも
くわ

のです。そのため、蜃気楼を詳
さつえい

しく観察したり撮影したりする

そうがんきょう きのう

には、双眼 鏡 や望遠機能付き

カメラが必要となります。

【蜃気楼を見る・撮る】
しゅんかん

　蜃気楼の決定的な 瞬 間を残
じゅんび

すには、どんな機材や 準 備が

必要でしょうか。まずはじっく

り観察するために双眼鏡がいり
こうか

ます。高価でなくてもよいので

すが、できるだけレンズの大き

なものがよいでしょう。倍率は

８～１０倍くらいが使いやすいで

す。あまり高倍率では、手ブレ

えいきょう

の影 響 でかえって使い

づらくなります。双眼鏡

で観察するポイントは、

蜃気楼が発生する前の景

色をよく覚えておくこと
ちょう

です。これで発生の 兆
こう

候がすぐに発見できま

す。せっかく出合えた蜃気楼は、

カメラで撮影したいものです。
がしつ

画質や画角にこだわらず、ある

程度の倍率さえあれば撮影でき

ます。カメラやビデオの倍率は、
しょうかい

広角に対して何倍という 紹 介
いっぱんてき

が一般的ですが、注目すべき
きさい

は、カタログなどに記載してあ
しょうてんきょり

るレンズの 焦 点距離○○㍉
かんさん

（３５㍉換算）です。写真は４００

㍉相当のレンズで蜃気楼を撮影

したものです。双眼鏡の感覚で

は８倍程度に相当します。蜃気

楼の撮影には３００㍉あたりが最

低ラインとなるでしょう。なお、
おさ さん

撮影ではブレを抑えるために三
きゃく すす

脚 の使用をお勧めします。

【熱中症に注意】

　その他に準備しなければなら

ないことは、４月～６月にかけ

の上位蜃気楼の発生日は必ず
しょう

晴れて暑くなります。熱中 症
よぼう

予防や日焼け予防のため、パラ
ぼうし

ソルや帽子、日焼け止め、飲料
ひつじゅひん

水が必需品です。長時間じっく

り待つ場合もありますから、折
い す

りたたみ椅子やラジオ、本など

も役に立ちます。
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魚津から見て蜃気楼が発生する範囲

魚津から見た富山方向の蜃気楼

魚津から見た新湊大橋の蜃気楼（写真

は上、下とも日本蜃気楼協議会提供）

☆毎週火曜日に掲載します

しんきろう

　上位蜃気楼（春型の蜃気楼）

は例外はありますが、発生する
かぎ

期間が限られています。魚津で
ゆきど げじゅん

は雪解けの３月下 旬 から始ま
つ ゆ

り、梅雨になるとほぼ終わりま

す。期間中に発生する回数はお

おむね十数回程度です。ただし、
にくがん かくにん

肉眼でも確認できるのはわずか

しかありません。

【富山湾で発生するエリア】
とやまわん

　富山湾での上位蜃気
ほうこく

楼の発生報告は、県東
えんがん

部の沿岸、特に魚津に

集中しています。その

理由の一つには、魚津

の海岸からは黒部方向
いみず

から、射水方向まで広

い範囲が一望できるこ

とにあります。何より観察して

いる人が多いことが一番のよう

です。

【発生しやすい気象条件】

　上位蜃気楼の発生日は、これ
とうけい ていど よそく

までの統計からある程度、予測

することができます。以下に、

発生しやすい時期や時間、気象
じょうけん

条 件をまとめてみます。
げじゅん

時期 ３月下 旬 ～６月上旬の

晴れた日。特に５月がよい。

時間 午前１１時～午後４時こ
す

ろ。特にお昼過ぎがよい。

気温 １８℃以上のとき。特に日

中の最高・最低の気温差は１３

℃以上がよい。
おだ

風 穏やかな北よりの風のと

き。特に魚津の海岸では、風

速３㍍以下で北北東の風がよ

い。
いどう

天気 晴天が数日間続き、移動
せい こうきあつ つうか

性の高気圧が本州を通過し

て、その中心が日本の東にあ

るとき。特に高気圧の中心気

圧は１０２０ヘクトパスカル以上がよい。

【発生の翌日は雨】
よくじつ

　上位蜃気楼が出た翌日には雨
ふ

が降るといわれています。実は

これには理由があります。春に

なると移動性の高気圧が、日本

列島の上を西から東へと周期的

に通っていきます。魚津で蜃気

楼が発生しやすいのは、その高

気圧が本州の真ん中を通過し、
ぬ

中心が太平洋側へ抜けた時で

す。このような時は、最高気温

へいねんち

が平年値以上になりやすく、魚

津の海岸では蜃気楼が発生する
ひより

典型的な日和となります。魚津
おお

では東から覆われる高気圧によ

って、日中は穏やかに晴れます

が、その後は西から気圧の谷や
せっきん

低気圧が接近してくるため、夜
くず

から翌日には天気が崩れてくる

というわけです。
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上位蜃気楼の主な発生地

琵琶湖の上位蜃気楼（Ｚ字型に変

化した琵琶湖大橋）‖日本蜃気楼

協議会提供　　　　　　　　　

暖
気
移
流
説
の
イ
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ー
ジ
（
風

の
一
部
が
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気
と
な
り
上
暖

下
冷
の
空
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る
）

☆毎週火曜日に掲載します

　近年になり、全国各地で上位
しんきろう かくにん

蜃気楼が次々と確認されていま

す。主な場所としては、北海道
おたる いしかりわん しゃり

の小樽（石狩湾）や斜里町（オ
えんがん おおさか

ホーツク沿岸）、また、大阪湾
いばらき

や千葉、 茨 城の沿岸、さらに
び わ いなわしろ と わ だ

は、琵琶湖や猪苗代湖、十和田
ほうこく

湖などの湖でも報告されていま
ひん

す。場所によっては、発生の頻
ど き ぼ

度や規模が富山湾と同じかそれ

以上であることが分かってきま

した。各地にはまだ発見されて

いない発生地があるようです。

【大正から続いた学説】

　日本で蜃気楼が科学的に研究

されるようになったのは、大正

になってからのことです。例え
ふね ていど

ば、手こぎの舟に高さ３㍍程度

ぼう えんちょく

の棒を立てて、気温の鉛 直 分
そくてい かせん こうばい

布を測定したり、河川の勾配や
へいきん

月ごとの平均海面水温、富山の

平均気温等のデータを調べるも

のでした。その結果、３０００㍍級
れんぽう はいけい

の立山連峰を背景とする富山の

特有な地形と関連づけて、「冷
ゆきど たんじょう

たい雪解け水説」が誕 生 し

ました。この学説は、雪解け
えい

水が海水を冷やし、その影
きょう れいき そう

響 で冷気層がつくられると

いうものでした。しかし、近
ちょうさ

年の 調 査・研究からは、富

山湾以外でも蜃気楼が発生す
えいせい がぞう

ることや、衛星画像などか

ら発生時期の富山湾の海面水
くら

温は、周辺の海域と比べ、特
はんめい

に低くないことが判明し「冷

たい雪解け水説」には大きな
ぎもん

疑問が投げかけられるように

なりました。

【沿岸の地形的な特徴】
わたし いちのせかず

　２０００年以降、 私 と 市瀬和
よし きょうじゅ

義富山大 教 授らの研究によっ

て、蜃気楼の科学的研究は大き

く前進しました。富山湾沿岸で、
こと

高さの異なる地点の気象観測を

行うほか海上にアドバルーンを
あ

揚げて３０㍍付近までの気温の鉛

直分布を調べたり、光路計算に

よる画像シミュレーションを行

ったりしました。その結果、富

山湾に蜃気楼が発生する理由
とくちょう

は、沿岸の地形的な特 徴 によ
だんき いりゅう げん

って生じる暖気移 流 が主な原
いん

因であることが分かってきまし

た。この学説は「暖気移流説」と
よ げんざい

呼ばれ、現在は主な学説になっ
なぞ

ています。しかし、まだ謎は多く

残されており、現在もさまざま
ぜんよう かいめい

な方法で全容の解明に向けて研

究が進められています。
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水そうを使った実験装置

水

水

目

砂糖水

砂糖水

空気の温度差で再現する装置

ヒューズ
照明

アルミ板

アルミ棒

送風機

100cm100cm100cm

観察の様子（右上：実景、下：伸

びたり反転したりする上位蜃気楼）

観
察
の
様
子
（
左
‖

実
景
、
右
‖
水
槽
を

通
し
て
み
た
像
）

☆毎週火曜日に掲載します

しんきろう りかい

　蜃気楼の原理を理解するに
さいげん さいてき

は、実験で再現するのが最適で

す。そこで、蜃気楼を再現する
そうち しょうかい

発生装置を 紹 介しましょう。

【水と砂糖を用いた装置】
えきたい のうど みつど さ

　液体の濃度（密度）差を利用し

て上位蜃気楼を再現します。使

さとう

うのは砂糖水（密度大）と水（密

度小）です。砂糖の代わりに食
くっせつ

塩を使ってもできます。屈折が
ていど

大きいため、数十㌢程度の短い
きょり

距離で手軽に実験ができます。

材料　小型水そう（２㍑）、水

（２㍑）、砂糖（約２００㌘）、ろうと、

ビニールチューブ
なかほど

方法　水そうの中程まで水

（１㍑）を入れます。次に水（１
と

㍑）に砂糖約２００㌘を溶かし、水

そうの下部に、ろうとを用いて
こ

静かに流し込みま

す。観察は、水と砂
きょうかいそう

糖水の 境 界層付近

よりもやや下側から

反対側を見ます。す
じっさい

ると、実際の蜃気楼

の

と同じように伸びたり反転した

りして見えます。目の位置を上
ぞう

下に動かすと、像の見え方も変

化します。

【空気の温度差で再現する装置】
はさ

　ニクロム線をアルミ板で挟

み、電気で約１００℃まで熱くし
あたた

ます。すると、 暖 められた空

気と室温との温度差によって、
じょうだん

板の直下には 上 暖下冷の空気

層が作られます。板の直下から

もう一方のはしを見ると、上方

に伸びる上位蜃気楼が、また、

風を送ると上方に反転する像が

見えます。一方、板の直上に

は、上冷下暖の空気層が作ら

れます。板の直上からもう一

方のはしの絵を見ると、下方

に反転する下位蜃気楼が見え

ます。この装置は、わずか３

㍍程度で本物と同じ空気の温

度差によって上位・下位両方

の蜃気楼を再現できます。ま
じざい

た、伸びと反転を自在にコント
げんざい

ロールできます。この他、現在
ふとんかんそうき

では布団乾燥機の温風を用い
かんたん

た簡単な装置も開発されていま
くわ

す。実験装置についてさらに詳
しょせき

しく知りたい人は、書籍「蜃気

楼のすべて！」（日本蜃気楼協

議会著、草

思社）‖写

真‖を参考

にしてくだ

さい。
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「
伊
万
里
染
付
蜃
気
楼
図
中
貝
型
皿
」

大
蛤
が
気
を
吐
き
楼
閣
を
作
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
（
江
戸
後
期
）

「
刀
の
鐔
」
表
面
に
は
蜃
気
楼
図
が

高
彫
り
さ
れ
て
い
る
（
江
戸
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ら
れ
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側
面
と

蓋
に
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０
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）

　日本蜃気楼協議会（日蜃協）　

Ｊａｐａｎ　Ｍｉｒａｇｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ。全国
じょうほう こう かん

各地の蜃気楼に関する情報交換、
ちょう さ ふ きゅう

調査研究、教育の普及を図ること
だん たい

を目的に２００３年に発足した団体。

会員は、日本各地で活動している
こう せい

蜃気楼研究者・観察者で構成さ
げん ざい ざい せき

れ、現在約６０人が在籍している。

しんきろう ごげん

　「蜃気楼」の語源は一体なん
さぐ

でしょうか。蜃気楼の歴史を探
びじゅつ

り、美 術 工芸品に見る蜃気楼
なぞ と

図から謎を解いてみましょう。

【加賀藩主も見た】
げんざい

　現在までに分かっている蜃気

楼の最古の記録は、紀元前９０年
ごろ ぜんかん

頃に、中国前漢時代の歴史家・
し ばせん

司馬遷がまとめた「史記」だと
てんかん

考えられます。その中の「天官
しょ かいぼう

書」の一節に「海旁蜃気象楼

台」とあり、これが蜃気楼の語

源とされています。一方、国内
かんぶん か がはん

では１６６９（寛文９）年に加賀藩
じゅがくしゃ さわだ そうけん

の儒学者・沢田宗堅が書いた
とうこうき かくじつ

「寛文東行記」が最も古い確実
まえだつなのり

な記録です。藩主・前田綱紀
さんきん え ど

の参勤交代に先だって江戸へ向

さい うおづ よ

かう際、魚津で詠んだとされる

漢詩の一節に蜃気楼を表す「碧

海現蜃楼（へきかいにしんろう

あらわる）」があります。また、
しゅくはく

綱紀は魚津に 宿 泊したとき、
じっさい かれ

実際に蜃気楼を見ています。彼
きっちょう き けん

はこれを吉 兆 と喜び「喜見
じょう

城 」と名付けました。魚津では、
よ ごろ

この呼び名が、昭和２０年代頃ま
へいよう いっぱんてき

で蜃気楼と併用して一般的に使
うえすぎ

われていました。ちなみに、上杉

てるとら けんしん

輝虎（後の上杉謙信）が１５６４
えいろく

（永禄７）年に魚津で蜃気楼を
いつわ

見たという逸話は有名ですが、
げんろく

これは後の１６９８（元禄１１）年に書
ほくえつぐん

かれた上杉家の軍記「北越軍
だん

談」によるものです（蜃気楼の

ふしぎ④参照）。

　【美術工芸品にも】
おおはまぐり

　蜃気楼の「蜃」は大 蛤 、
ようき ろうかく

「気」は妖気、「楼」は楼閣を
は

表すとされ、大蛤が妖気を吐
まぼろし

き、 幻 の楼閣が見えるという

意味に由来します。「蜃」には
こうりゅう

もともと蛟 龍 （龍の仲間）と

いう意味もありましたが、いつ

のまにか身近な蛤が広まったと
え ど

考えられます。そして、江戸時

代になると、さまざまな蜃気楼

図が考えだされました。今でも
えが わん

蜃気楼が描かれた古い皿や椀、
かけじく つば

掛軸、かんざし、刀の鐔などが
びじゅつ

美 術 工芸品として残されてい
いこう じょ

ます。明治以降、蜃気楼図は徐
じょ わす

々に忘れられていきましたが、
げんだい

現代ではそのユニークなデザイ
ちゃがま

ンが見直され、新たに茶釡や
なつめ まっちゃ ようき

棗 （抹茶の容器）といった茶

道具などが作られています。

　「蜃気楼のふしぎ」は今回で

おわりです。蜃気楼について、
くわ

もっと詳しく知りたい人は日本

蜃気楼協議会のホームページ

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊａｐａｎ－ｍｉｒａｇｅ
らん

．ｏｒｇ）をご覧ください。

　　 ＝おわり
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